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お知らせ&情報 2018
7月

誤伐・盗伐にご注意ください！　森林所有者の皆さんへ
　近年、県内はもとより全国で誤伐・盗伐事例が増えています。そこで、県内では、森林法第 10条
の 8第 1項の規定による「伐採及び伐採後の造林の届出」などの事務の取り扱いについて、「宮崎県
伐採及び伐採後の造林の届出及び森林の状況報告に関する事務処理等マニュアル」が示され、今年度
から県内全市町村で共通の事務取り扱いを行っています。中部地区管内（宮崎市・国富町・綾町）で
も統一の事務取扱要領を制定し、適正な森林施業の実施と、誤伐・盗伐の防止を図っています。
　誤伐・盗伐については、広報誌などを通して注意喚起を行っていますが、未届けの盗伐や誤伐を完
全に防ぐことは困難です。森林を所有されている皆さんは、被害にあわないよう所有している森林の
定期的な現地確認や見回りを行うようお願いします。

所有している森林の確認方法
　森林の位置は、役場総務税政課で字図を確認できます（申請書の提出と閲覧 1件 300 円、複写 1
枚 100円の手数料が必要）。

森林の伐採をする場合
　「伐採及び伐採後の造林の届出」の提出が義務付けられています。届出の様式、
添付書類などは、綾町ホームページで確認できます。
　伐採する前には、隣接地の所有者と境界の確認を必ず行いましょう。また、ト
ラブルを防ぐため、通行の増加、路面の破損、伐採後の土砂の流れ込みなど伐採
によって生じるさまざまな点を考慮し、近隣にお住まいの皆さんなどと十分に事
前協議を行ってください。なお、保安林や砂防指定地など場所によっては土木事
務所など関係機関での確認が必要な場合があります。

■問い合わせ・届け出先／農林振興課　☎７７－０１００

伐採及び伐採後の造林届出書提出（届出者）
伐採開始時の90～30日前まで

適合の通知など（綾町→届出者） 確認の通知など（綾町→届出者）

届出書受付（綾町）
計
画
の
変
更
命
令

（
綾
町
→
届
出
者
）

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
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え
な
い

小
規
模
な
林
地
開
発

関係資料や現地の調査（綾町）

適否の審査（綾町） 内容の確認（綾町）

森林施業の継続

適

否
森林以外の用途
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お知らせ＆情報

介護保険制度が変わります ～ 改正のポイント～
介護保険料
　65歳以上の介護保険料は 3年
ごとに見直し、綾町の介護サービ
スにかかる費用や 65歳以上の人
数などに応じて介護保険料の基
準額を改定していきます。
　平成 30 ～ 32 年度の介護保険
料基準額は、月額 5,800 円に据え
置きます。
　しかし、毎年、介護にかかる費
用は右肩上がりに増え続けてお
り、介護保険財政は今後ますます
厳しくなっていくことが予想さ
れます。介護保険料の上昇を抑え
るためにも、皆さんの日々の健康
づくりと介護予防の心がけをお
願いします。

保険料の財源構成
　介護保険の財源のうち半分をまかなう介護保険料の負担割合が、65歳以上は 22％から 23％に、40
～ 64歳は 28％から 27％になりました。

合計所得金額の控除の扱いが一部変わりました
　介護保険料、利用者負担割合、高額介護（予防）サービス、特定入所者介護（予防）サービス費の
算定の基礎となる「合計所得金額」について、土地・建物などの売却収入などを所得として取り扱わ
ないことに改められ、「地方税法上の合計所得金額から長期譲渡所得および短期譲渡所得にかかる特別
控除額を控除した額」になりました。

介護保険サービスを利用したときの利用者負担が変わっています
　介護報酬改定に伴い介護保険サービスの金額が変更されたため、4月から利用したときに支払う自
己負担額が変更されています。

利用者負担割合の変更
　これまで 2割負担だった人で特に所得の高い場合（次の①および②の両方に該当する場合）は、8
月から負担割合が 3割に変更されます（月額 44,400 円の負担上限あり）。
　①合計所得金額が年 220万円以上
　②年金収入とその他の合計所得金額が年 340万円以上
　　※同一世帯に本人以外に 65歳以上がいる場合は、年 463万円

10 月から福祉用具貸与の上限額を設定　
　利用者が安心して適正な価格で福祉用具をレンタルできるように、国により
全国平均貸与価格が公表され、一定の範囲内で上限額が設定されることになり
ます。	

■問い合わせ先／福祉保健課　☎７７－１１１４

平成 30 ～ 32 年度の介護保険料

住民税
前年の合計所得金額など 段

階
保険料

（年額）本人 世帯

非
課
税

非
課
税

老齢福祉年金・生活保護
1 31,300円

前年の合計
所得金額と
課税年金収
入額

80万円以下

80万円超～120万円以下 2 52,200円

120万円超 3 52,200円

課
　
税

80万円以下 4 59,100円

80万円超 5 69,600円

課
　
税

前年の合計
所得金額

120万円未満 6 83,500円

120万円以上～190万円未満 7 87,000円

190万円以上～290万円未満 8 104,400円

290万円以上～400万円未満 9 107,800円

400万円以上 10 125,200円
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お知らせ＆情報

後期高齢者医療からのお知らせ
後期高齢者医療被保険証などの更新について
　保険証は 8月に一斉更新となります。7月中旬に新しい保険証をお送りしますので、記載内容をご
確認ください。また、平成 29年 8月～ 30年 7月に限度額適用・標準負担額減額認定証の交付を受
けた人で、30年度も引き続き世帯全員が住民税非課税の人に、8月から使用できる減額認定証をお送
りします。
	
健康診査について
　後期高齢者医療制度の加入者は、無料で健康診査が受けられます。対象者には 6月下旬に、問診票
などが入った封筒を送りますので期間内に各医療機関で受診してください。健康管理のため、年 1回
は健診を受けましょう。

　期　間／7月から翌年の1月末まで
　場　所／綾外科、綾立元診療所、たまきクリニック、結い診療所
　対象者／後期高齢者医療被保険者
　　　　　ただし、次の人は今年度の健診は対象外
　　　　　・今年度後期高齢者医療制度に加入した人で、すでに特定健診を受けた人
　　　　　・6カ月以上入院している人および特定の施設に入所している人
　　　　　・要介護4または5の認定を受けている人（本人が受診を希望する場合は受けることができます）
　費　用／無料（年1回のみ）
　必要なもの／保険証、問診票

歯科健診（いきいき歯つらつ健診）について
　対象者には、県後期高齢者医療広域連合から 6月中に受診券をお送りします。口の健康は全身の健
康につながります。ぜひ受診してください。

　期　　　間／7月～ 12月
　対　象　者／本年度76歳および81歳に到達する人
　費　　　用／無料（年1回のみ）
　実 施 形 態／個別健診、訪問健診
　必要なもの／受診券、保険証
　健 診 項 目／問診、口腔内外診査、口腔機能・嚥

えんげ

下機能診査

保険料について
　後期高齢者医療保険の保険料を年金から差し引いている人は、４月の年金から納付されています。保
険料の年額は、7月下旬以降にお知らせします。
　納付書や口座振替で納付する人は、7月からの納付になります。保険料の年額は、7月上旬以降に
お知らせします。

　年金から差し引きで保険料を納付していた人でも、次の理由により年金からの差し引きが継続でき　
　ない場合がありますので、ご注意ください。
　・　市町村をまたぐ住所異動をした人
　・　保険料の減額決定により還付を受けた人（昨年10月以降、年金から保険料の差し引きがなかった人）
　・　介護保険料と後期高齢者医療保険料との合算額が年金受給額の1/2 を超える人

■問い合わせ先／福祉保健課　☎７７－１１１４
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お知らせ＆情報

国民健康保険加入の皆さんへ　
国民健康保険被保険者証（以下、被保険者証という）について
　被保険者証の有効期限は、一部の人を除き平成 30年 7月 31日です。新しい被保険者証（有効期
限平成 31年 7月 31日）を 7月中に送付しますので、記載内容をご確認ください。
　また国民健康保険制度改革により、国民健康保険は県と町が共同で運営することになりました。こ
れに伴い、新しい被保険者証には、「宮崎県」という表記が入ります。
　なお、社会保険に加入された人は、役場で早めに手続きをお願いします。
	
限度額認定証について
　高額な医療費がかかる場合に使用する限度額適用認定証の有効期限も、平成 30年 7月 31日です。
平成 30年 6月までに申請された人には新たに申請書を送付しますので、引き続き必要な場合は、保
険証と印鑑をお持ちのうえ役場で更新の手続きをお願いします。
　なお、入院だけでなく、外来（通院）についても限度額制度が適用されます。病院を受診する際、事
前に限度額認定証の申請をすれば病院での窓口支払いが限度額までで済みます。ぜひご活用ください。

　限度額認定証の申請が必要な人
　・70歳未満の人
　・70歳以上で住民税非課税世帯の人
　　※ 70歳以上で住民税課税世帯の人は、保険証のみで限度額が分かるようになっているため申請は不要

■問い合わせ先／福祉保健課　☎７７－１１１４

　医療機関や薬局の窓口で支払った 1カ月（1日から末日まで）の医療費の自己負担額が高額になっ
た場合に、定められた上限額を超えた分が払い戻される「高額療養費制度」があります。上限額は、個
人や世帯の所得に応じて決められており、今年 8月から 70歳以上の月ごとの上限額が次のとおり変
わります。

■問い合わせ先／福祉保健課　☎７７－１１１４

高額医療費の上限が変わります　

平成30年7月までの上限額（70歳以上） 平成30年8月からの上限額（70歳以上）

適用区分 外来
（個人ごと）

外来+入院
（世帯ごと）

現
役
並
み

課税所得
　145万円以上の人 57,600円

80,100円
+（医療費－

267,000円）×1％
〈多数回 44,400円

（※2）〉

一
　
般

課税所得
　145万円未満の人
　（※1）

14,000円
年間の上限
144,000円

57,600円
〈多数回 44,400円

（※2）〉
住
民
税
非
課
税

Ⅱ 住民税非課税世帯
　 （※3）

8,000円

24,600円

Ⅰ  住民税非課税世帯
   （年金収入80万円
   以下など）（※3）

15,000円

適用区分 外来
（個人ごと）

外来+入院
（世帯ごと）

Ⅲ 課税所得
　690万円以上の人

252,600円
+（医療費－842,000円）×1％
〈多数回 140,100円（※2）〉

Ⅱ 課税所得
　380万円以上の人

167,400円
+（医療費－558,000円）×1％
〈多数回 93,000円（※2）〉

 Ⅰ  課税所得
　145万円以上の人

80,100円
+（医療費－267,000円）×1％
〈多数回 44,400円（※2）〉

課税所得
　145万円未満の人
　（※1）

18,000円
年間の上限
144,000円

57,600円
〈多数回44,400円

（※2）〉
Ⅱ 住民税非課税世帯
　 （※3）

8,000円

24,600円

Ⅰ  住民税非課税世帯
   （年金収入80万円
   以下など）（※3）

15,000円
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お知らせ＆情報

結婚新生活を応援します
　結婚に伴う新生活を経済的に支援する制度があります。住宅の取得または賃借の一部、引越費用に
ついて上限 30万円を補助するものです。

受給資格
　①　平成 30年 4月 1日から 31年 3月 31日の間に婚姻届を提出し、受理された 34歳以下の夫婦　
　　　で（婚姻届を受理されて 6カ月以内）
　②　綾町の住民基本台帳に登録し、定住の意思のある世帯
　③　平成 29年度中の夫婦の所得の合算額が 340万円未満
　④　居住する住居が綾町内にあり、ほかの公的制度による家賃補助を受けていないこと
　⑤　町税などを滞納していないこと
　⑥　暴力団員でないこと・暴力団や暴力団員と密接な関係を有していないこと

補助の内容
　金額／ 1世帯当たり上限 30万円
　対象／結婚を機に新たに住宅を新築・購入・建て替えした際の費用
　　　　結婚を機に新たに住宅を賃借した際の敷金・礼金などの費用
　　　　綾町内の住宅への引越費用（引越業者を利用したものに限る）
　申請受付期限／平成 31年 3月 31日（日）

申請の方法
　補助金交付申請書、申請者の戸籍謄本、世帯員全員の住民票、世帯員全員の所得が分かる書類（平成
29年分の所得証明書）、住宅の購入・賃借に要した費用が分かる書類（領収証など）、引っ越しに要し
た費用が分かる書類（領収証など）、世帯員全員に税金の滞納がないことを証明する書類などを企画財
政課にご提出ください。申請書は役場窓口にあります（役場ホームページでダウンロードも可能）。

■問い合わせ先／企画財政課　☎７７－２９４８

ごみの分別　再確認を！
　容器包装プラスチック類のごみ袋に、ペットボトルや介護用手袋、割りばし、アルミなどが
混入しているものが多く見受けられます。こうしたごみ袋は収集できないため、集積所に残さ
れ、地区の役員やボランティアの皆さんが片付けています。容器包装プラスチック類のごみ出
しの再確認をお願いします。なお、食品保存容器やクリアファイルは燃やせるごみです。

■問い合わせ先／町民生活課　☎７７－３４６５

　「プラマーク」を
確認して出してく
ださい。容器に付
着しているテープ
やラップなどは取

り除き、容器は洗って出しましょう。洗って
も落ちない汚れのある容器包装プラスチック
は、燃やせるごみとして出してください。

　飲料・酒・しょうゆ用に使われたペット
ボトルだけを出してくださ
い。中に入った異物などは取
り除き、水でよくすすいで乾
かしてからごみに出しましょ
う。キャップや包装してある
プラスチックは、資源ごみと
して出してください。

容器包装プラスチックの出し方 ペットボトルの出し方
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お知らせ＆情報

第17回 県障がい者スポーツ大会結果
　第 17回県障がい者スポーツ大会は 5月 13日、県総合運動公園で開催されました。あいにくの雨
となりましたが、県内各地から約 1,500 人が出場。陸上やフライングディスク、ボウリングなど 8競
技で日ごろの練習の成果を競い、交流を深めました。入賞された皆さんのますますの健闘を期待しま
す。

■問い合わせ先／福祉保健課　☎７７－１１１４

　町税・水道料などを納める際は、安心・安全・便利な口座振替をご利用ください。
　口座振替にすると、納期ごとに指定の預貯金口座から自動的に引き落としで納付されますので、納
め忘れがありません。一度手続きをすると、変更・解約のない限り指定預貯金口座からの振替は自動
継続されます。なお、振替依頼申請書は役場、宮崎銀行綾支店、JA綾町、綾郵便局の窓口にあります。

取扱金融機関／宮崎銀行　本・支店、綾町農業協同組合、全国の郵便局
振　替　開　始／申請された翌月から　　（例）10月 14日申請分は11月納期分から振替開始
振替口座の変更／すでに口座振替をしていて口座の変更を希望する場合は、変更の手続きが必要です
振　　替　　日／各税目、納期月の月末に引き落とし（12月のみ 25日に引き落とし）
　　　　　　　　※土・日曜日の場合は各金融機関の翌営業日

■問い合わせ先／総務税政課町税係　☎７７－１１１３

平成30年度　納期一覧
税　目　　 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
固定資産税 1期 2期 3期 4期
町県民税 1期 2期 3期 4期

国民健康保険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期
軽自動車税 1期

選手名（敬称略） 地区 競技種目 記録 順位
大西　兼文 北麓 立ち幅跳び 1m80 1位
杉田　林 宮原

フライングディスク・アキュラシー5m

3枚 3位
外山ミテル 南麓 2枚 5位
長友　信子 宮原 3枚 3位
德山三枝子 四枝 7枚 2位
杉尾ミヨ子 南麓 6枚 4位
島田シゲ子 北麓 1枚 4位
小田美惠子 二反野 5枚 3位
福島　信子 昭和 6枚 4位
北﨑　庄三 南麓 5枚 2位
重永真由美 昭和 3枚 4位
西田　和枝 北麓 3枚 4位
田村　俊一 宮谷 3枚 4位
柚木崎　裕美 古屋 0枚 5位
冨永　彩斗 久木野々 フライングディスク・ディスタンス立位 17m91 4位
冨永　勇樹 久木野々 ボウリング青年男子 241点（2投合計） 2位
猪野さくら 立町 ボウリング青年女子 185点（2投合計） 1位

納税は安心・安全・便利な口座振替で！　
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税のひろば 町税係　☎77-1113

家屋を新築・増築した場合
　家屋評価を行う必要がありますので、総務税政課固定資産係にご連絡ください。家屋評価を行ってい
ない家屋については、証明書などを発行することができないだけでなく、未評価家屋と判明次第、固
定資産税がさかのぼって課税されることになります。

家屋を取り壊した場合
　固定資産税は、毎年 1月 1日現在の所有者に課税されます。しかし、家屋滅失の手続きがされて
いない場合、実際に家屋を取り壊していても確認が取れず、翌年も課税されることになりかねません。
そのため床面積の大小にかかわらず、取り壊しがあれば速やかに家屋滅失の手続きをしてください。

　●家屋の登記がある場合
法務局で「滅失登記」の手続きをする必要があります。法務局で家屋
滅失の届け出をした場合、役場で再度手続きをする必要はありません。

　●家屋の登記がない場合
役場に「家屋滅失届」を提出してください。申請書は役場に置いてあ
ります。家屋滅失の手続き後、担当職員が現地確認を行います。

　町県民税の配偶者控除および配偶者特別控除は、配偶者の所得のみが控除額に影響していましたが、
平成 31年度（平成 30年中の収入）から、納税者本人（配偶者を扶養する人）の所得によっても控
除額が段階的に減額されることになりました。また、配偶者特別控除の適用額は、合計所得金額が 38
万円超から 76万円未満だったものが、38万円超から 123万円以下までに拡大されました。

家屋を新築・取り壊したときには必ず届け出を！　

配偶者控除および配偶者特別控除が改正されました

配偶者控除

配偶者の合計所得 納税者本人の合計所得 控除対象配偶者の
控除額

老人控除対象
配偶者の控除額

改正前 38万円以下 33万円 38万円

改正後 38万円以下
900万円以下 33万円 38万円
900万円超950万円以下 22万円 26万円
950万円超1,000万円以下 11万円 13万円

配偶者特別控除（改正後）
納税者本人の合計所得 900万円以下 900万円超950万円以下 950万円超1,000万円以下

配偶者の合計所得 控除対象配偶者の控除額 控除対象配偶者の控除額 控除対象配偶者の控除額
38万円超90万円以下 33万円 22万円 11万円
90万円超95万円以下 31万円 21万円 11万円
95万円超100万円以下 26万円 18万円  9万円
100万円超105万円以下 21万円 14万円  7万円
105万円超110万円以下 16万円 11万円  6万円
110万円超115万円以下 11万円  8万円  4万円
115万円超120万円以下  6万円  4万円  2万円
120万円超123万円以下  3万円  2万円  1万円
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健康センター ☎77-0195

無医地区巡回診療
広沢地区
　7月13日（金）正午～午後0時45分
倉輪地区
　7月13日（金）午後1時～1時45分

成人健診・特定健康診査
　大腸がん・骨粗しょう症・

前立腺がん・胃がん健診（バ

リウム検査・ABC検査）も合

わせて実施します。

■日時／ 7月 19 日（木）、20日（金）

■対象／ 40～ 74 歳の国民健康保険加入者

フレッシュ健康診査
■日時／ 7月 19 日（木）、20日（金）

■対象／ 20～ 39 歳の綾町在住者

子宮頸がん検診
■日程／ 7月 1日（日）、6日（金）、17日（火）

■対象／ 20歳以上の女性

　申し込みをした人には事前に受診票を送ります。

届かない場合は健康センターへご連絡ください。

　各自治公民館で午前 9時 30 分から行います。神

下地区のみ午後 1時 30 分からです。多くのご参加

をお待ちしています。

乳児相談（おっぱい・育児相談）
■日時／ 7月 5日（木）午後 1時 15 分～

■対象／乳児と母親

　※おっぱい相談の希望者はタオルをお持ちください

おっぱい相談
■日時／ 7月 20 日（金）午後 1時 30 分～

　※希望者はタオルをお持ちください

離乳食教室②（5 ～ 11 カ月児）
■日時／ 7月 20 日（金）午後 1時～

　

介護や健康のこと（介護予防ケアマネジメント）
　・身体の機能に不安がある

　・健康を維持したい

　・要介護認定の申請を頼みたい

　・要介護認定では「非該当」だが、足腰が弱く転

　　びやすいので心配

権利を守ること
　・悪質な訪問販売の被害にあった

　・財産管理に自信がない

　・虐待を受けている人がいる、虐待をしてしまう

　　さまざまな相談（総合相談）

　・近所に心配な高齢者がいる

　・引っ越してきたばかりで友人がいない

　・老人会などでの出前講座を依頼したい

暮らしやすい地域のために
（包括的・継続的ケアマネジメント）
　・退院した後、介護保険サービスだけでは不安

　・高齢者が暮らしやすくなるよう役立ちたい

など、高齢者の皆さ

んや家族を介護して

いる皆さんの不安や

疑問、生活を送るう

えでの困りごとに総

合的に対応します。

　地域包括支援センターは健康センター内にありま

すので気軽に来所してください。電話でのお問い合

わせも可能です。

■問い合わせ先／地域包括支援センター　☎７７－３１４１

妊婦・乳児に関する検診・相談

包括支援センターってどんなところ？

今月の健診・検診

お達者クラブ

実 施 日 地　区 実 施 日 地　区

3日（火） 中堂 17日（火）南麓・二反野

4日（水） 四枝 18日（水） 揚町

5日（木） 上畑 19日（木） 麓

6日（金） 古屋 20日（金） 東中坪

9日（月） 立町 24日（火） 宮原

10日（火） 尾立 25日（水） 宮谷

12日（木） 神下 26日（木） 西中坪

13日（金） 北麓 27日（金） 昭和

■問い合わせ先／社会福祉協議会　☎７７－３０９９
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子育て支援センター ☎77-1154

  4 日（水）　わくわく広場
■時間／午前 9時 30 分～ 11 時 30 分

■集合場所／子育て支援センター

■内容／七夕飾りを作ろう！

簡単でかわいい七夕飾りを作って、短冊と一緒に

飾ってみませんか？材料はセンターで準備します。

11 日（水）　親子教室「コアラ」
■時間／午前 9時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／救命講習

救急隊員が、赤ちゃんの心臓マッサージや誤飲し

たときの対処法などを教えてくださいます。いざ

という時のために、お話を聞いてみませんか？

18 日（水）　ゆったり子育て教室
■時間／午前 9時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／プール開き

今年もセンターのテラスで、プール遊びを楽しみ

たいと思います。水着・タオル・着替え・水筒な

ど必要な物をお持ちください。

25 日（水）　誕生会
■時間／午前 10時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／ 7月生まれのお友達の誕生会

対象者にはハガキでお知らせしています。ハガキ

が届かないときはご連絡ください。

7月の行事
子どもが幸せに育つために

いちばん大切なこと

綾っ子広場　バス遠足（フェニックス自然動物園）

お誕生おめでとう
5月1日～31日に受付のあったお子さんです

平田 雅翔 ちゃん ［男］ H30.4.26 生
（ひらた まさと） 保護者：雅之さん ［西中坪］

熊須 陽 ちゃん ［女］ H30.4.28 生
（くます よう） 保護者：健司さん ［西中坪］

中山 桜大 ちゃん ［男］ H30.4.30 生
（なかやま おおき） 保護者：大輔さん ［古屋］

北村陽茉里 ちゃん ［女］ H30.5.1 生
（きたむら ひまり） 保護者：誠一郎さん ［宮原］

松下 蒼生・想生 ちゃん ［男］ H30.5.15 生
（まつした あお・そう） 保護者：剛さん ［西中坪］

德田幸志朗 ちゃん ［男］ H30.5.25 生
（とくだ こうしろう） 保護者：幸洋さん ［四枝］

今月のPHOTO

　幸せな子どもを育て
るために、何がいちば
ん大切でしょうか？
　学力が大切、という
人もいるでしょうし、
人間としてきちんと
ルールを守れる子に育
てたい、という人もい
るでしょう。もちろんそれはとても大切なこと
です。
　でも、幸せな人生を送るために、いちばん大
切なのは、自己肯定感です。

自己肯定感とは？
　「自分は大切な存在だ」「生きている価値があ
る」「必要とされている」という気持ちです。「私
は私でいいんだ」という気持ちです。
　この心の土台が私たちに築かれるのが、だい
たい0～3歳くらいと言われています。身近な
人に抱っこされたり、よしよししてもらったり、
一緒に笑ったり。そういうことを通じて、こう
した気持ちが育まれていきます。

参考文献／「0 ～ 3 歳の子育てハッピーアドバイス」　明橋大二著

　センターでは、妊婦さんの参加
もお待ちしています。初めての出
産や子育てに不安を感じている皆
さん、先輩ママやベテラン保育士
たちと話してみませんか？いつで
も気軽にお越しください！
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綾てるは図書館 ☎77-0180

としょかんテント
　館内にキャンプ用

のテントを設置しま

す。周りの視線を気

にすることなく、寝

転がって本を読むの

も良し、ぼーっと過

ごすのも良し！リラックスして自由にご利用くださ

い。

■設置期間／ 7月 18 日（水）～ 22日（日）

親子 DE 楽しむ辞書の会
　辞書を使って楽しみながら

言葉を学んでみませんか。親

子で辞書の使い方を体験しま

す。

■日時／ 7月 28 日（土）午前 10時～ 11 時 30 分

■対象／小学 1年生以上

■募集期間／ 7月 8日（日）～ 22日（日）

※申し込みはカウンターおよび電話で受け付けます

　保存期間の過ぎた雑誌を持ち帰ることができます。

無料です（先着順）。

■日時／ 7月 3日（火）午前 9時～

　いずれも申し込みが必要です。7月 28 日（土）

～ 8月 5日（日）の期間中、カウンターおよび電話

で受け付けます。

夜の図書館
　いつもと違う、夜の

図書館でのおはなし会

です。怖いおはなしや

楽しいおはなしがいっ

ぱい。学習・視聴覚室

で行います。

■日時／ 8月 8日（水）

　　　　午後 6時 30 分～ 7時 30 分

ホルン演奏会
　みやざきホルンの会による演奏会です。優しいホ

ルンの音色をお楽しみください。

■開催日／ 8月 26 日（日）午後 2時～

おすすめの本

7月のイベント

お持ち帰りください

[ 一般書 ]
○知識ゼロからのビットコイン・仮想通貨入門
○週末 15 分掃除術
○無農薬「自然菜園」で育てる人気野菜
○心に響く演歌ギター名曲集
○人生はおもしろがった人の勝ち　　　　
○シルバー川柳　宴たけなわ編　

○玉村警部補の巡礼　　　　　　　　　　　
○オリンピックへ行こう！　　　　　　　　　
○青空と逃げる　　　　　　　　　　　　　　　
○魔力の胎動　　　　　　　　　　　　　　　
○ヨーコさんの “ 言葉 ”　　　　　　　　　　　
※新しい「九州道路地図」が入りました

[ 児童書 ]
○世界一おもしろい国旗の本
○自転車のルールとマナー
○みんなのおばけずかん　　　　　　　　　　
○いっしょにねんね
○おにいちゃんさんかんび
○どんなかおのかくれんぼ？
○恐竜トリケラトプスはじめてのたたかい

※ほかにもたくさんの本が入っています

萩本欽一 / 著

みやぎシルバーネット / 編
海堂　尊 / 著
真保裕一 / 著
辻村深月 / 著
東野圭吾 / 著
佐野洋子 / 文

斉藤　洋 / 作

7月の休館日 毎週月曜日・17日

8月のイベントの参加者募集

おはなし会

■日時／毎週土曜日　午後 2時～ 2時 30 分

てるはおはなし会（毎月第 3 日曜日・雨天中止）

■日時／ 7月 15 日（日）

　　　　午前 11時 30 分～ 11 時 50 分

■場所／綾馬事公苑

子ども映写会

■日時／7月21日（土）午後2時30分～4時25分

■上映作品／「夏の庭」

※16日（月・祝）は開館
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一
般
寄
付

寄
付
者
／
物
品
（
地
区
名
）

福
山
美
代
子
／
野
菜
（
杢
道
）

外
山　

國
夫
／
野
菜
（
立
町
）

板
垣
靖
一
郎
／
果
物
（
昭
和
）

井
上
ア
ヤ
子
／
野
菜
（
宮
原
）

江
坂
設
備
工
業
代
表
取
締
役

　

長
倉　

康
治
／
金
一
封
（
宮
崎
市
）

千
々
和
ミ
ヨ
子
／
野
菜
（
神
下
）

忌
明
寄
付

寄
付
者
／
物
故
者
（
地
区
名
）

川
越　

照
代
／
下
塩
入
和
子
（
中
堂
）

石
川　

幸
広
／
次
男
・
カ
ヲ
ル
（
東
中
坪
）

岡
元　

一
美
／
カ
ヲ
ミ
（
麓
）

田
原
チ
ヅ
子
／
稔
（
上
畑
）

永
田　

美
郎
／
知
惠
子
（
古
屋
）

横
山　

節
／
茂
男
（
西
中
坪
）

村
田　

芳
仁
／
武
士
（
宮
原
）

忌
明
寄
付

寄
付
者
／
物
故
者
（
地
区
名
）

川
越　

照
代
／
下
塩
入
和
子
（
中
堂
）

田
原
チ
ヅ
子
／
稔
（
上
畑
）

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
善
意
に

感
謝
し
ま
す

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
５
月
1
日
～
31
日
受
付
分
）

綾
町
育
英
会

（
５
月
1
日
～
31
日
受
付
分
）

生
涯
学
習
教
室

「
短
歌
」
受
講
生
の
作
品【

解
説
】
生
涯
学
習
講
座
「
短
歌
教
室
」
講
師
　
福
原 

美
江

子
は
チ
ョ
ッ
キ
吾わ
れ

は
半は
ん
て
ん纏
ま
ご
ベ
ス
ト
ど
れ
も

袖
な
し
世
代
を
着
て
る

泥
つ
き
の
野
菜
に
米
と
餅も
ち

を
添
え
荷
づ
く
り
を

す
る
都
会
に
向
け
て

池
田
壽
美
子
さ
ん
（
宮
原
地
区
）

小
田
美
惠
子
さ
ん
（
宮
谷
地
区
）

　

チ
ョ
ッ
キ
、
ベ
ス
ト
、
半
纏
、
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
な
ど
は
す
べ
て
袖
無
し
。
も
と
も
と
は
着
物
や
羽

織
の
袖
を
取
っ
た
も
の
で
動
き
や
す
い
。
も
ち
ろ
ん
洋
服
に
も
袖
無
し
は
あ
り
、
時
代
間
で
も
世
代
間

で
も
異
な
る
呼
び
名
。
「
そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
」
と
気
付
い
た
時
に
思
わ
ず
歌
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。

衣
服
の
名
前
に
因ち
な

ん
だ
小
さ
な
発
見
だ
が
そ
れ
が
楽
し
い
。

　

場
面
と
動
作
が
あ
ざ
や
か
だ
。
我
が
国
で
は
盆
暮
れ
の
贈
答
が
習
慣
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
泥
つ
き

野
菜
は
、
野
菜
の
新
鮮
さ
を
保
つ
ば
か
り
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
産う
ぶ
す
な土
（
生
地
）
の
畑は
た
つ
ち土
や
田
ん
ぼ
の

風
景
・
匂に
お

い
を
忘
れ
な
い
で
ね
、
と
い
う
母
親
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
野
菜
を
指
定
し
な
か
っ

た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
時
期
の
泥
つ
き
の
野
菜
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
か
と
読
者
の
想
像
力
が
は
た
ら
く
。
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くらしの情報［ 7 月 ］
　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の

あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。
新
た

に
あ
っ
せ
ん
の
申
し
出
が
あ
っ
た

土
地
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
農
地
を
購
入
す
る
場
合

は
譲
り
受
け
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
７
月
10
日
（
火
）
ま
で

に
各
地
区
農
業
委
員
ま
た
は
農
業

委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
中
堂
地
区
／
畑
11
ア
ー
ル

　
　
　
　
　
　

田
13
ア
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
先
／

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
77
‐
０
１
０
０

　

綾
小
学
校
横
の
町
プ
ー
ル
を
開

放
し
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽

し
く
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
期
間
／
７
月
21
日
（
土
）
～
８

月
27
日
（
月
）

※
た
だ
し
８
月
13
日
（
月
）
～
15

日
（
水
）
は
休
み

※
水
質
検
査
で
休
む
場
合
が
あ
り

ま
す

◎
時
間
／
午
前
10
時
～
正
午
、
午

後
２
時
～
４
時

■
問
い
合
わ
せ
先
／

て
る
は
ド
ー
ム

☎
77
‐
１
１
１
５

 　

中
小
企
業
の
従
業
員
の
福
祉
増

進
と
中
小
企
業
の
振
興
に
寄
与
し
、

町
内
に
お
け
る
雇
用
の
促
進
を
図

る
た
め
、
町
内
の
中
小
企
業
を
助

成
し
ま
す
。

◎
補
助
要
件
／

・
中
小
企
業
退
職
共
済
に
新
規
に

加
入
す
る
従
業
員
で
あ
る
こ
と

・
加
入
す
る
被
共
済
者
は
町
内
に

居
住
し
、
住
民
登
録
を
し
て
い

る
こ
と

◎
補
助
期
間
／
加
入
月
か
ら
３
年

間
（
平
成
27
年
５
月
加
入
か
ら

対
象
）

◎
補
助
金
の
限
度
額
／

・
掛
金
月
額
５
千
円
の
２
分
の
１

（
年
間
３
万
円
）

※
パ
ー
ト
タ
イ
ム
な
ど
短
時
間

労
働
者
の
場
合
は
掛
金
月
額

２
千
円
の
２
分
の
１
（
年
間

１
万
２
千
円
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

産
業
観
光
課
☎
77
‐
３
４
６
４

　

検
査
を
希
望
す
る
人
は
、
前
日

ま
で
に
役
場
ま
で
検
査
容
器
を
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
検
査
日
／
７
月
24
日
（
火
）

◎
検
査
手
数
料
／
５
４
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
☎
77
‐
３
４
６
７

　
「
じ
こ
が
な
い　

そ
ん
な
ま
い

に
ち　

う
れ
し
な
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

◎
期
間
／
７
月
11
日
（
水
）
～
20

日
（
金
）

◎
重
点
目
標
／

・
脇
見
・
ぼ
ん
や
り
な
ど
漫
然
運

転
追
放
と
歩
行
者
優
先
運
転
の

推
進

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通

行
の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交

通
事
故
防
止

・
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

推
進

・
自
転
車
の
安
全
利
用
促
進

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
高
速
道
路
の
安
全
利
用
の
推
進

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課
☎
77
‐
３
４
６
５

　

て
る
は
の
森
の
宿
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
を
含
む
プ
ー
ル

が
、
夏
季
限
定
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

◎
期
間
／
７
月
14
日
（
土
）
～
16

日
（
月
・
祝
）
お
よ
び
７
月
21

日
（
土
）
～
８
月
27
日
（
月
）

◎
利
用
時
間
／
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時
30
分

◎
利
用
料
／
幼
児
２
０
０
円
、小
・

中
学
生
２
５
０
円
、
高
校
生
以

上
３
５
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

て
る
は
の
森
の
宿

☎
77
‐
１
２
２
７

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
７

月
９
日
（
月
）
か
ら
発
売
さ
れ
ま

す
。こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

◎
販
売
期
間
／
７
月
９
日
（
月
）

～
８
月
３
日
（
金
）

◎
抽
選
日
／
８
月
14
日
（
火
）

●
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

１
等
５
億
円
×
21
本

前
後
賞
各
１
億
円
×
42
本

（
発
売
総
額
６
３
０
億
円
・
21
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合
）

●
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

１
等
５
千
万
円
×
50
本

前
後
賞
各
１
千
万
円
×
１
０
０

本
（
発
売
総
額
３
０
０
億
円
・

10
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

（
公
財
）
県
市
町
村
振
興
協
会

　

義
足
や
人
工

関
節
を
使
用
し

て
い
る
、
内
部

障
が
い
や
難
病
を
持
つ
な
ど
、
援

助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ

と
が
外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
い

人
々
が
い
ま
す
。「
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
」
は
、
そ
う
し
た
皆
さ
ん
が
周

囲
に
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ

と
を
知
ら
せ
、
援
助
を
得
や
す
く

な
る
よ
う
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
付
け
て

い
る
人
を
見
掛
け
た
ら
、
電
車
や

バ
ス
の
中
で
席
を
譲
る
、
災
害
時

に
援
助
を
す
る
な
ど
の
配
慮
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
交
付
は
役
場

農
地
の
あ
っ
せ
ん

町
プ
ー
ル
無
料
開
放

水
質
検
査

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

お
知
ら
せ

中
小
企
業
退
職
共
済

新
規
加
入
助
成
事
業
補
助
金

夏
の
交
通
安
全

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
普
及
に

取
り
組
み
ま
す

流
れ
る
プ
ー
ル
の

利
用
に
つ
い
て
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で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
利
用
希

望
者
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

福
祉
保
健
課
☎
77
‐
１
１
１
４

　

毎
年
７
月
１
日
～
７
日
は
全
国

安
全
週
間
で
す
。

　

昨
年
、
本
県
で
は
17
件
の
死
亡

労
働
災
害
が
あ
り
、
休
業
４
日
以

上
の
死
傷
者
数
は
１
２
９
８
件
で

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
労
働

災
害
防
止
の
重
要
性
に
つ
い
て
認

識
を
深
め
、
安
全
活
動
を
実
行
し

ま
し
ょ
う
。

◎
ス
ロ
ー
ガ
ン
／

　

新
た
な
視
点
で
み
つ
め
る
職
場

　

創
意
と
工
夫
で
安
全
管
理

　

惜
し
ま
ぬ
努
力
で
築
く
ゼ
ロ
災

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
労
働
局
☎
38
‐
８
８
３
５

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で

は
、
男
女
共
同
参
画
や
人
権
な
ど

を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
・
講
演
会

な
ど
に
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

◎
対
象
／
お
お
む
ね
20
人
以
上
の

受
講
が
見
込
め
る
団
体
や
事
業

所
な
ど

◎
時
間
／
約
90
分

◎
経
費
／
講
師
へ
の
謝
金
・
旅
費

は
同
セ
ン
タ
ー
が
負
担
（
会
場

使
用
料
や
資
料
の
コ
ピ
ー
代
は

主
催
者
が
負
担
）

◎
テ
ー
マ
の
例
／
男
女
共
同
参
画

と
防
災
、
子
育
て
、
仕
事
と
生

活
の
調
和
、ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）、Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
な
ど

◎
申
込
方
法
／
開
催
希
望
日
の
１

カ
月
前
ま
で
に
、
申
請
書
（
同

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
を
Ｆ
Ａ
Ｘ

か
メ
ー
ル
、
郵
便
で
送
っ
て
く

だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
／

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
７
５
９
１

　

下
水
・
排
水
設
備
の
点
検
を
し

な
い
か
と
業
者
が
訪
問
し
て
き
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

役
場
で
は
、
業
者
に
戸
別
訪
問

点
検
を
依
頼
し
て
い
ま
せ
ん
。
不

安
を
あ
お
ら
れ
た
り
、
急
か
さ
れ

た
り
し
て
も
そ
の
場
で
契
約
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、必

要
な
契
約
で
あ
っ
て
も
即
断
・
即

決
は
せ
ず
、
必
ず
誰
か
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
☎
77
‐
３
４
６
７

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
綾

町
の
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
人
権
問
題
で

お
困
り
の
人
や
心
配
ご
と
が
あ
る

人
は
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
人
権
擁
護
委
員
／
早
川
ゆ
り
、

　

中
村
清
久
、
谷
口
秀
典

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課
☎
77
‐
３
４
６
６

　

宮
崎
地
方
法
務
局
で
は
、
平
日

の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で
随

時
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
地
方
法
務
局

☎
22
‐
５
１
２
４

　

南
九
州
税
理
士
会
が
開
設
す
る

「
も
し
も
し
税
金
相
談
室
」
で
は
、

税
理
士
が
税
金
に
関
す
る
電
話
相

談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

内
容
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎
相
談
時
間
／
平
日
の
午
前
10
時

～
午
後
４
時
（
20
分
程
度
）

◎
相
談
先
／
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

（
０
１
２
０
）
３
７
３
６
７
８

　

県
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
就
業
規
則
の
作
成
方
法

や
賃
金
規
定
の
見
直
し
、
労
働
関

係
助
成
金
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て

の
相
談
に
無
料
で
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
、
電
話
・
メ
ー
ル
・
来
所

で
で
き
ま
す
。
ま
た
、
出
張
相
談

会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
受
付
時
間
／
午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

◎
相
談
先
／

・
電
話
27
‐
８
１
０
０

・
メ
ー
ルdesk@

ahc-net.co.jp
宮
崎
市
橘
通
東
４
‐
１
‐
４

宮
崎
河
北
ビ
ル
７
階

　

県
庁
前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

に
、
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

が
行
わ
れ
ま
す
。
出
場
希
望
者
に

は
要
項
を
送
付
し
ま
す
。

◎
日
時
／
平
成
31
年
１
月
14
日

　
（
月
・
祝
）
午
前
10
時
開
始

◎
コ
ー
ス
12
区
間
39
・
2
㎞

　

１
区
１
・
８
㎞
（
小
学
生
男
子
）

　

２
区
２
・
２
㎞
（
50
歳
以
上
）

　

３
区
５
・
０
㎞
（
高
校
生
）

　

４
区
２
・
６
㎞
（
40
～
49
歳
）

　

５
区
２
・
７
㎞
（
中
学
生
）

　

６
区
４
・
８
㎞
（
一
般
）

　

７
区
３
・
４
㎞
（
中
学
生
）

　

８
区
１
・
１
㎞
（
小
学
生
女
子
）

　

９
区
１
・
５
㎞
（
小
学
生
男
子
）

　

10
区
７
・
４
㎞
（
一
般
）

　

11
区
１
・
０
㎞
（
小
学
生
女
子
）

　

12
区
５
・
７
㎞
（
高
校
生
）

※
選
考
会
・
記
録
会
が
あ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

て
る
は
ド
ー
ム

☎
77
‐
１
１
１
５

相　

談

くらしの情報［ 7 月 ］

第
９
回
県
市
町
村
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
の
出
場
者
募
集

人
権
擁
護
委
員
紹
介

常
駐
人
権
相
談
所

も
し
も
し
税
金
相
談
室

下
水
・
排
水
設
備
の

点
検
商
法
に
注
意

働
き
方
に
改
革
に
取
り
組
む

事
業
主
を
支
援

募　

集

お
願
い

男
女
共
同
参
画

講
師
を
派
遣
し
ま
す

労
働
災
害
を
減
ら
そ
う

「
全
国
安
全
週
間
」
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くらしの情報［ 7 月 ］
　

商
工
会
女
性
部
で
は
、
小
学
生

を
対
象
に
「
夏
休
み
良
い
子
の
学

習
塾
」
を
開
講
し
ま
す
。
受
講
は

無
料
で
す
。
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◎
期
間
／
７
月
23
日
（
月
）
～
27

日
（
金
）
の
午
前
９
時
～
10
時

30
分

◎
場
所
／
綾
ふ
れ
あ
い
館
２
階

◎
対
象
／
小
学
１
～
６
年
生
50
人

（
先
着
順
）

※
筆
記
用
具
、
宿
題
、
飲
み
物
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
町
商
工
会
☎
77
‐
０
０
１
７

　
（
一
財
）
ダ
ム
技
術
セ
ン
タ
ー

は
、
ダ
ム
の
役
割
や
ダ
ム
と
周
辺

環
境
と
の
調
和
に
つ
い
て
広
く

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
ダ
ム
を

テ
ー
マ
に
し
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

を
行
い
ま
す
。
厳
正
な
審
査
の
う

え
、
最
優
秀
賞
１
点
、
審
査
員
特

別
賞
１
点
、
優
秀
賞
３
点
、
佳
作

８
点
が
選
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
品

が
贈
呈
さ
れ
る
ほ
か
、
受
賞
作
品

は
同
セ
ン
タ
ー
の
機
関
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

◎
応
募
要
件
／
ダ
ム
堤
体
ま
た
は

関
連
構
造
物
が
写
っ
て
い
て
季

節
感
が
あ
る
写
真

※
応
募
者
本
人
が
撮
影
し
た
未
発

表
作
品
に
限
る

◎
サ
イ
ズ
／
６
切
ま
た
は
４
切
判

の
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト（
光
沢
紙
）

※
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
場
合
は
Ａ
４

版
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

◎
応
募
作
品
数
／
１
人
５
点
ま
で

◎
応
募
票
／
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
、
職
業
、
ダ
ム
名
と

所
在
地
、
写
真
に
つ
い
て
の
コ

メ
ン
ト
、
撮
影
年
月
日
、
応
募

動
機
を
書
い
た
用
紙
を
作
品
の

裏
に
張
り
付
け
る
こ
と

◎
締
切
／
９
月
30
日
（
日
）
の
消

印
有
効

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
／

（
一
財
）
ダ
ム
技
術
セ
ン
タ
ー

ダ
ム
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
係

☎
03
‐
５
８
１
５
‐
４
１
６
１

〒
１
１
０
‐
０
０
０
８

東
京
都
台
東
区
池
之
端
２
‐
９
‐

７
‐
２
Ｆ

　

富
士
山
麓
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
野

外
活
動
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
通
し
て
国
際
交
流
を
行
い
ま
す
。

◎
期
間
／
７
月
31
日
（
火
）
～
８

月
４
日
（
土
）

◎
場
所
／
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
（
静
岡
県
）

◎
定
員
／
日
本
人
80
人
、
外
国
人

20
人

◎
対
象
／
小
学
３
年
生
～
中
学
３

年
生

◎
内
容
／
富
士
登
山
、
野
外
炊
飯
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
な
ど

◎
応
募
締
切
／
７
月
５
日
（
木
）

◎
参
加
費
・
旅
費
／
出
発
地
に
よ

り
異
な
り
ま
す
の
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
／

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
03
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１

　

放
送
大
学
は
、
心
理
学
や
福
祉
、

経
済
、
歴
史
、
文
化
句
、
情
報
、

自
然
科
学
な
ど
約
３
０
０
の
授
業

科
目
が
あ
り
、
卒
業
す
る
と
学
士

（
教
養
）の
学
位
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
行
わ
れ
る
授
業

を
、
10
～
90
歳
代
約
９
万
人
の
学

生
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
資
料
請

求
は
無
料
で
す
。

◎
10
月
入
学
の
出
願
期
間
／

・
第
１
回
８
月
31
日
（
金
）
ま
で

・
第
２
回
９
月
20
日
（
木
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先
／

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
２
‐
53
‐
１
８
９
３

　

ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
を
７
月
22

日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。
綾
神

社
の
御
神
行
行
列
は
南
回
り
で
す
。

パ
レ
ー
ド
や
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
も
盛
大
に
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
本
誌
と
一
緒
に
配
布
す
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
は
交
通
規
制
が
行

わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
77
‐
１
１
８
３

　

熊
本
伝
統
工
芸
館
（
熊
本
市
中

央
区
）
で
綾
町
物
産
展
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

◎
期
間
／
７
月
23
日
（
月
）
～
29

日
（
日
）

◎
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

産
業
観
光
課
☎
77
‐
３
４
６
４

ふ
れ
あ
い
館
ま
つ
り

◎
日
時
／
７
月
７
日
（
土
）
午
後

６
時
～

◎
内
容
／
夏
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
。

目
玉
企
画
は
大
迷
路
で
す
。

夏
の
駄
菓
子
ま
つ
り

◎
期
間
／
７
月
21
日
（
土
）
～
８

月
27
日
（
月
）
午
前
９
時
～
午

後
５
時

◎
内
容
／
懐
か
し
い
が
ん
具
や
駄

菓
子
の
販
売

お
知
ら
せ

土
・
日
・
祝
日
の
宮
交
バ
ス
の

運
賃
が
お
得
に
な
る
「
ワ
ン
コ

イ
ン
パ
ス
」
を
販
売
中

※
催
し
の
内
容
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
ふ
れ
あ
い
館
☎
30
‐
７
２
７
０

夏
休
み
良
い
子
の
学
習
塾

青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
の

参
加
者
募
集

放
送
大
学

10
月
生
を
募
集
し
ま
す

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
物

綾
町
物
産
展

綾
ふ
れ
あ
い
館
情
報

ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

ダ
ム
の
写
真
作
品
を
募
集
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